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第１３回：公法入門・刑事法①＜講義１＞
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はじめに
　1)公法入門・後半→刑事法

　2)刑事法①：総論的講義、刑事法②：具体的論点についての講義、

刑事法③：論点についてのグループワーク、刑事法④：GW結果の発表とまとめ講義

3)刑事法でのテーマ：冤罪

１．捜査と処罰

　


Ｑ１．テレビドラマの「水戸黄門」にはどのような問題があるでしょうか。

　

　水戸黄門一行が道中で、悪者に苦しんでいる人たちと遭遇する。助さん・格さんを始め

とした部下がいろいろと捜索して、悪者と悪事の証拠を探し出す。水戸黄門一行が悪者の

ところに乗り込んで、悪者を懲らしめた上で、「葵の御紋」の印籠を見せると、悪者は観

念して悪事を認める。それに対して水戸黄門が（殿様を通じて）処罰を下す。

＊時代劇はほぼ同じストーリーです。遠山の金さん、大岡越前、鬼平犯科帳、最近では、

八州廻り桑山十兵衛。これらの撮影所である太秦は、立命館大学の近所であり、地元

ですし、関係者の協力で映像学部も設置されていますので、時代劇には頑張ってほしい

と思っていますが、近代刑事法の目からみると、とんでもないストーリーです。

　＊江戸時代の現実の裁判は、もちろん近代司法とは言えないものの、厳格な先例拘束主義

　　　であったり、手続き保障がされていたりと、そう捨てたものでもないようです。

　＊ついでに言うと、「太陽に吠えろ」（古い！）などの刑事ドラマも同様です。

２．刑事法：「法学入門講義」的前提の確認

1) 憲法


Ｑ２．人身の自由について憲法はいかなる権利を保障しているか説明しなさい。
　2)罪刑法定主義


Ｑ３．罪刑法定主義とは何でしょう。

Ｑ４．戦前の治安維持法下での人権侵害も、ナチス・ドイツも法律に基づいていました。

　　　これらと罪刑法定主義は同じでしょうか、異なるでしょうか。

　　　異なるとすると、どこが異なっているのでしょうか。

→派生原理：慣習刑法の排除、刑法の不遡及、類推解釈の禁止、絶対的不定期刑の禁止

　＊ポイント：罪刑法定主義≠罪刑の法定
　3)実体的デュープロセス

　　　刑罰規定の明確性、規制内容の合理性、罪刑の均衡、不当な差別の禁止など

　　　cf.「重罰化」について 


　Ｑ５．地方公務員について、飲酒運転で検挙されると事情の有無にかかわらず免職される

処分が広がっています。妥当でしょうか。

4)犯罪の要件

　　構成要件該当性　＊法規定がなければ、仮に違法性・有責性があっても処罰できない

　　違法性　　　　　＊正当防衛など

　　有責性　　　　　＊責任能力


Ｑ６．売買春について、売春は処罰の対象であるが（売春防止法）、買春は処罰の対象と

なっていません。どう思いますか。


Ｑ７．「おとり捜査」の警察官によって、麻薬に興味もなかったのに、麻薬を売りつけ

られました。麻薬取締法違反になるでしょうか。

5)刑事手続

　　職権主義 vs. 当事者主義

　　必罰主義・積極的真実主義　vs.　謙抑主義・消極的真実主義　cf.刑訴法1条


　Ｑ８．当事者主義、謙抑主義によって、真犯人が無罪となってしまってもよいでしょうか。

　6)刑罰の種類
　　死刑・懲役・禁錮・罰金・拘留（註：「勾留」との相違）・科料・没収の七種（刑法7条）


　Ｑ９．死刑は残虐な刑罰（憲法36条）に該当しないのでしょうか。

３．次回講義の内容

冤罪、主たる原因としての自白偏重

［自己点検用紙の記入］

　1)講義の要点のまとめ（記入は必須）

2)講義に関する質問等（記入は任意）
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